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長ඌ　Ӵ�・ଠ田　ඒՃ��・໼部　光保���

෱Ԭݝங্ொのೱॖӷංΛ࢖༻ͨ͠
の৽ͨͳऔ૊ۀ೶ܕ॥؀ݯࢿ

　　ˎ三ඛέミカルΞクΞ・ソリューションズࣜג会社
　ˎˎங上町
ˎˎˎ۝州େֶ

肥ではద用が೉しかった施ઃԂܳ΍ՈఉࡊԂ
等でも使用することが可能になります。
　その݁果、ங上町は2024年７月に濃縮液
肥（肥料໊শ：େ஍のྗ ங肥４号）の一般
ൢചを։始し、濃縮液肥の事業化を実現しま
した。
　本ߘでは、濃縮液肥の製造及ͼൢചを行っ
ているங上町をத৺に、水ॲཧ技術のཱ場か
らの三ඛέミカルΞクΞ・ソリューションズ

と、濃縮液肥のਪ進を（Ҏ下、.$A4）（ג）
目指した農業ࡁܦのཱ場としての۝州େֶの
３者共ಉࣥචにより、ங上町の濃縮液肥を使
用した資源॥ܕ؀農業の新たな取૊について
紹介します。

̎　ங্ொͷೱॖӷං

ʢ�ʣӷංೱॖࢪઃͷݐઃ

　2021年３月にங上町はશ国ॳとなる液肥
濃縮施ઃ（ࣸਅ３）をݐઃしました。施ઃは、

ಛू̏　ࠃ಺༗ݯࢿػͷ࠷༺׆લઢ　ͦͷ��　ิҨʢ�ʣ

̍　͸͡Ίʹ

　෱Ԭ県ங上町は、෱Ԭ県の北東部にҐஔす
る農業が੝んな町です。そのங上町でし೘及
ͼড়化૧汚泥をະར用資源とҐஔづけ、1994
年より高温޷気性発߬により液ମ肥料（Ҏ下、
液肥）を製造してൢചし、現ࡏも町内産の液
肥で栽培した農作物を町ຽが消費する「資源
॥ܕ؀農業」を30年Ҏ上ܧ続しています。
　ங上町では、町内のถ・麦・େ豆といった
土஍ར用ܕ作物に液肥を使用（ࣸਅ１）して
おり、2003年に液肥栽培ถを「シϟンシϟ
ンถ“؀

㆟ㆾㆌ

”」としてϒランド化し、町内小த
ֶ校のถ൧څ食に使用しています（ࣸਅ２）。
　2020年からは、産ֶ׭連ܞで濃縮液肥の
事業化という新たな௅戦を始めました。濃縮
液肥を事業化することができれ͹、ैདྷの液

写真１　ӷ肥ࢄ布の様子

写真２　ブϥンド米を࢖用した米൧څ৯
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ैདྷ液肥のݒ୙物質をআڈする6Fບ෼཭૷
ஔと肥料੒෼濃౓を高める電気ಁੳ૷ஔで構
੒しています。液肥څڙॲཧ能ྗは１m3/日、
濃縮液肥製造能ྗは最େ７m3/年です。

ʢ�ʣ産ֶ׭࿈ܞとͦͷ੒Ռ

　2020年౓から2022年౓までの３年間、公
ӹ財団法人෱Ԭ県リサイクル૯߹ڀݚ事業化
ηンター（Ҏ下、リ૯ݚ）のࢧԉのもと、ங
上町の液肥濃縮施ઃを実施場所とした産ֶ׭
連ܞϓϩジΣクトに取り૊みました。ϓϩ
ジΣクトの目తは、ங上町における濃縮液
肥の事業化です。ϓϩジΣクトメンバーは
.$A4（ϓϩジΣクト代表者）、ங上町、۝
州େֶ他２者をؚΉ５ܭ者です。その݁果、
2021年౓に濃縮前の通ৗ液肥とൺ΂て、஠
ૉは17ഒ、カリウムは23ഒの濃縮に੒ޭし
ました（ࣸਅ４、ਤ１、ਤ２）。

　2023年３月には３者共ಉで液ମ肥料製造
૷ஔ及ͼ液ମ肥料製造ํ法についての特ڐを
２݅出願し、2025年２月には特ڐ登録（特ڐ
ୈ7633300号、特ڐୈ7633301号）されました。

ʢ�ʣೱॖӷංͷ෼ੳ݁Ռ

　ங上町は2024年３月に濃縮液肥（肥料໊
শ：େ஍のྗ ங肥４号）の肥料登録をྃ׬
し、ங上町৬һが一般ൢച用に࠾取できるよ
うに、濃縮液肥を液肥製造施ઃ内の1E製１
m3タンク（ࣸਅ５）にஷཹしています。肥

写真４　௨ৗӷ肥（左）とೱॖӷ肥（右）

図１　窒素のೱॖ݁Ռ

図２　カリウϜのೱॖ݁Ռ

写真５　ೱॖӷ肥のஷ留タンク

写真３　ங্ொӷ肥ೱॖ施ઃ（2021೥３݄ࡱӨ）
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料のछ類が汚泥肥料のため肥料੒෼濃౓の
保ূは行っていませんが、これまでの݁果
では、஠ૉ濃౓1.0～2.0�となっています。
2024年12月に１m3タンクにஷཹした濃縮液
肥の෼ੳ݁果は表１、２の通りです。
　ங上町の濃縮液肥の特௃は、①୙質をؚま
ͣ、②ष気は௿ݮし、③஠ૉをओとした、ᶆ
ଈ効性のある（$//ൺの஋が௿い）液肥と
うことができます。そのため、通ৗの液肥ݴ

（肥料໊শ：େ஍のྗ ங肥３号）とൺֱして
濃縮液肥（肥料໊শ：େ஍のྗ ங肥４号）は、
より使用し΍すくなりました。

ʢ�ʣೱॖӷංͷൢചՁ֨

　ங上町は2024年７月から濃縮液肥の一般

ൢചを։始しました。ൢച価֨は表３の通り
です。

̏　ொ಺ʹ͓͚Δ࠿ݧࢼഓ

　濃縮液肥を使用した町内におけるݧࢼ栽培
は、ங上町が町内生産者と調੔を行い、෱Ԭ
県京ங普及指ಋηンター৬һによる指ಋをड
けながら実施しました。.$A4は産ֶ׭連
ϓϩジΣクトの代表者及ͼ液肥濃縮施ઃのܞ
ઃඋ؅ཧのཱ場で、۝州େֶは産ֶ׭連ܞϓ
ϩジΣクトメンバー及ͼ新技術։発΍社会実
૷に向けたڀݚのཱ場で取り૊みました。
　町内におけるݧࢼ栽培は、これまで麦、େ
豆、イνΰ、ࢠ実用トウϞϩコシで実施しま
した。特に、町内農作物生産高３Ґ（表４）
で施ઃԂܳ作物のイνΰにద用できることを
଴して行いました。ここでは、େ麦とイνظ
ΰのݧࢼ栽培について紹介します。

表１　ೱॖӷ肥の分ੳ݁Ռ（肥料੒分౳）

表２　ೱॖӷ肥の分ੳ݁Ռ（重ۚଐ౳）

表３　ೱॖӷ肥のൢചՁ֨

表４　ங্ொで穫れる೶࡞物
（2024೥౓࢈分）�

ʢ�ʣେഴ

　େ麦は、2022年11月に৐用؅ཧ機ࢄ෍に
よるج肥、2023年２月に৐用؅ཧ機ࢄ෍に
よる௥肥として濃縮液肥を使用しました（ࣸ
ਅ６）。
栽培の目తは、農事૊߹法人が所有しݧࢼ　
ている৐用؅ཧ機で①農業者が໰題なくࢄ
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෍できるのか、②৐用؅ཧ機部材΁のѱ影
響（෗食）はないかの２点をূݕすることで
した。その݁果、①ϒームのスϓレーノズル
΁のด࠹はなく、②スϓレーノズルにホース
を取り෇けることでݩג΁の௥肥が可能であ
ることが֬ೝできました。②については、使
用部材（材質：Ξルミ߹ۚ）のਁ௮ݧࢼによ
り濃縮液肥を使用しても、水ચいをすれ͹部
材΁の෗食の影響は௿いことが֬ೝできまし
た。
　Ҏ上の݁果から、濃縮液肥にすることで৐
用؅ཧ機によるࢄ෍が可能になることがূݕ
できました。特に、クϩーラーंによる液肥
い΄場においてڱ෍（ࣸਅ１）ができないࢄ
は、より効果を発شすることがظ଴できま
す。

ʢ�ʣΠνΰ

イνΰは、ཆ液土ߞ栽培で׿水ઃඋによる

施肥（ࣸਅ７）を行っている町内の生産者に
協ྗ௖きました。
水׿栽培の目తは、①濃縮液肥をݧࢼ　
νューϒに通液することでด࠹が生͡ること
なく施肥することができるか、②作物の生育
にѱ影響を及ぼさないかの２点をূݕするこ
とです。①については、栽培ظ間（10月の
定২からཌ５月の施肥ऴྃまで）を通して׿
水νューϒのด࠹はありませんでした。②に
ついても、液肥施用区（஠ૉのみを施肥する
場߹は೘ૉにՃ͑て濃縮液肥もซ用）は、׳
行区（஠ૉのみを施肥する場߹は೘ૉを使用）
とൺ΂てもଝ৭ない݁果をಘることができま
した（ࣸਅ８、表５）。

̐　ொ֎ͰͷԠ༻
　ʢ۝भେֶ໼෦ͷݧࢼʣ

　ங上町では、஠ૉҎ֎の肥料੒෼の補ਖ਼は
実施していません。一ํ、町֎においては۝
州େֶ໼部がங上町の濃縮液肥を使用して、
ෆ଍する肥料੒෼を化ֶ肥料で補ਖ਼したݧࢼ

写真６　大ഴへのೱॖӷ肥の௥肥

表５　ӷ肥施用区とߦ׳区の݁Ռ

写真７　イチゴの׿水ઃඋ

写真８　ӷ肥施用区のイチゴ
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ऩ量は׳行栽培と΄ぼಉ等でした。栽培の様
。は、ࣸਅ９、ࣸਅ10の通りですࢠ
　ऩ量΍味֮について見ると、トマトでは
濃縮液肥による栽培（濃縮液肥栽培、#io -
$LF 注２）栽培）と׳行栽培との間にେࠩは
ありませんでした。スイカについては、ऩ量
はಉ等でしたが、味については濃縮液肥のํ
がۤ味はݮ少し、౶౓（#Six）は２ϙイント
૿していました（表６）。メϩンについては、
濃縮液肥のํが、味の濃さ΍ࢫ味のコクがେ
きく૿Ճしていました（ਤ３）。さらに、秋
作物として、キϟベπ、ϒϩッコリーの土ߞ
栽培を行ないました。これら作物では濃縮液
肥栽培のํが׳行栽培よりも、େきく੒長し
たように見डけられました。

栽培を実施しました。栽培した作物は、イν
ΰ、タマネギ、水稲、トマト、スイカ、メϩ
ン、キϟベπ及ͼϒϩッコリーとଟذにΘた
ります。
　ここでは、2024年౓に۝州େֶ໼部が、
Պの協ྗ߈ౡ農業高校及ͼ෱Ԭ農業高校専ࢳ
の下、ங上町の濃縮液肥を用いて取り૊んͩ
栽培ݧࢼについて紹介します。
　まͣ、ࢳౡ農業高校では、ڭ་の指ಋの下、
生ెらがཆ液土ߞ栽培の実शを行いました。
य़Ն作物としては、トマト、スイカ、メϩン
を栽培し、施肥量は࡚ࢁॲํ注１）にैい、施
肥量はि１回ఔ౓の׿水࣌に肥料をࠞͥて施
用することで׳行栽培と΄ぼಉ等になるよう
に濃౓調੔を行いました。また、濃縮液肥は
஠ૉத৺の肥料ですので、ෆ଍෼のカリウム
΍リンは化ֶ肥料で補いました。その݁果、

ຯ֮分ੳ装置を用い਺஋化した஋ΑΓグϥϑを࡞੒しͯいま
͢ɻ
1.0ϝモリのࠩʹ௨ৗのਓでຯの違い͕Θ͔る໨҆
0.5ϝモリのࠩʹઐ໳Ո΍܇࿅されたਓでຯの違い͕Θ͔る

��໨҆
グϥϑ͸「࠿ߦ׳培」を基४にしͯいま͢ɻ
˞１�ઌຯと͸ޱにೖれた（৯΂た）ॠؒのຯ֮を表しͯいま

͢ɻ
るຯ֮を表しͯいま͢ɻ͕޿にޙຯと͸ҿみ込Μͩޙ�２˞
උߟɿϝロンの種類΍લॲཧํ๏౳にΑͬͯผのଌఆで͸異

なる݁Ռとなる͜と͕͋Γま͢ɻ

表６　スイカの౶౓（#SiY）݁Ռ

（ग़ॴɿ۝भ大ֶ໼෦�ఏڙ）

図３　ϝロンのຯ֮分ੳ݁Ռ
（ग़ॴɿ۝भ大ֶ໼෦�ఏڙ）

写真９　ϛχトマトのೱॖӷ肥࠿培

写真10　ϝロンのೱॖӷ肥࠿培
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　また、෱Ԭ農業高校でも、ڭ་の指ಋの下、
してෆ଍する肥料੒෼を調੔ڌॲํに४࡚ࢁ
したޙ、生ెらがトマトのཆ液栽培（ܗݻ培
஍ߞ、ࣸਅ11）を行ないました。ऩ量と味
֮とも׳行栽培とେࠩありませんでした。
　このように、農業高校の栽培実शレベルで
も、濃縮液肥栽培と׳行栽培とではऩ量にお
いてେࠩなく、化ֶ肥料に代替して使用可能
なこと、さらに栽培ํ法によっては食味改善
効果もظ଴できることが示ࠦされました。

注１）࡚ࢁॲํとは
　作物ຖのٵऩ੒෼濃౓ൺにجづいて։発されたॲํ
注２）#io-$LFとは

#io -$onDentSateE LiRViE FeStili[eS（濃縮バイオ液
肥）のことで、۝州େֶ໼部の登録঎標

̑　͓Θりʹ

　ங上町の濃縮液肥は、国内資源肥料ར用֦
େに向けて産ֶ׭で取り૊んͩେきな੒果で
す。ங上町では、町৬һが町内小ֶ生に行う
॥؀त業（ࣸਅ12）΍、町ຽを対৅とした
໺ࡊづくりߨ座（ࣸਅ13）、さらには町内の
濃縮液肥ར用者（イνΰ生産者）が町内小ֶ
生に行うत業（ࣸਅ14）等、町͙るみで濃
縮液肥を஍Ҭ振興΍ֶ校ڭ育に活用していま
す。

　ங上町での取૊が産ֶ׭連ܞの੒ޭ事例と
して広くೝ஌され、今ޙ、શ国で濃縮液肥が
普及するよう、産ֶ׭各ʑのཱ場で౒めてい
きたいとࢥっています。

写真12　ொ৬һにΑる॥؀तۀ（2024೥11݄）

写真11　トマトの養ӷ࠿培（ܗݻ培஍耕）
　（トマトのג元の׿水装置）

写真13　໺ࡊづくΓࢀ࠲ߨ加ऀに഑ͬた
　　ೱॖӷ肥（2024೥10݄）

写真14　ொ内ೱॖӷ肥利用ऀにΑるतۀ
（2024೥12݄）　
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